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一四一
投稿規定（１）
	 論文の内容は、日本を含む東アジアの領域を中心としつつ、他地域も含めたグローバルな文学・歴史・思想・民俗・宗教・芸術・政治・経済・法律・社会等に関するものとします。
（２）
	 投稿資格は、本学 専任及び非常勤教員・特命教授・名誉教授・客員教授・研究員・客員研究員・助手（非常勤） 、研究所の企画・活動に参与した研究者、並びに編集委員会が認めた者とします。
（３）
	 原稿の枚数は、四〇〇字詰め原稿用紙に換算して六〇枚前後とします。縦書き、横書きは問いません。 （掲載が決定してから二週間以内に印刷用原稿を電子媒体で提出することを原則とします
。
）
（４）
	 投稿された原稿は、編集委員会が最終的な採否の決定をします。
（５）
	 執筆者校正は初校のみ 。なお 校正段階で 大幅な修正はできません で、完全原稿で提出してください。（大幅な修正があった場合は、応分の費用を負担願うこととなります。 ）
（６）
	 各執筆者に抜き刷りを五〇部及び本誌五部を贈呈します。なお、抜き刷り増 、実費でいたします で、事前に申し込みください。
（７）
	 本誌に発表されたものを転載する場合は、予め運営委員会にご一報の上、出版物を一部東アジア学術総合研究所にご寄贈下さい。 （ 「 『年次別論文集』への掲載を除く。 ）
（８）
	 本誌に掲載された全ての論文等については、原稿を電子化媒体によって複製、公開し、公衆 送信することができるものとします。
（９）
	 執筆要領の詳細については、研究所までお問合せください
。
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今回の『集刊』第
49集は、かなり難産ではありましたが、し
かし歴史・思想・文学の各分野にわたり、さらに論考・研究ノート・資料紹介 書評という多彩なジャンルを収めることができたのは、難産の甲斐があったと言っても良いでしょう。究所は今年度から陽明学と日本漢学をそれぞれ研究センターとして顕在化させました。各センター発行の『陽明学』と『日本漢文学研究』という雑誌が、二松學舍の伝統ある学問を継承する成果としてあると同時に、この『集刊』もまた、そ ぞれ関わりながらも異なる視野と視点を持つ雑誌として価値を持つものであるこ を、ここに証明できた ではないかと思います。論考を寄せていただいた先生方 また研究所 運営をつねに周到にリードしてくださる職員の方々に感謝しつつ、今年度の集成として『集刊』第
49集をお届けいたします。
	
（牧角悦子）
